
  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

指摘事項等への対応

□監査

□決算特別委員会

□県民協働による事業改善

要求からの主な変更点 市町村において実施すべき内容であるため、食生活改善推進員養成講座の経費の計上を見送り

17,396 概算事業費（B（A）+C） 0 0 17,599 18,518

0 16,516 16,516 16,516

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度 25年度

H26

概　算
人件費

2.00 2.00 2.00

0

0 0 542 1,002 440

541 1,000

0

目標 成果 達成状況

440

項目
H25末

（見込）

Aの
財源

当初予算 1,083

26要求 26予算案 成果目標の達成状況

予
算
額

前年度繰越

2,002 880

合計（A) 0 1,083 2,002 880
ステップアップ研
修会の開催 10回/年 10回/年

H27
目標

補正予算

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26実施内容

信州の食魅力発信人による
子育て世代へのアプローチ

委託

委託先（長野県食生活改善推進協議会）
平成25年度の子育て世代の食生活調査結果を用
いたリーフレットの作成及び子育て世代へのアドバイ
スの実施

516 597

（要求）

目指す姿

現状

・食生活改善推進員は「私達の健康は私達の手で」をスローガンに、自らが健康づくりを実践し、家族、近隣・地域住民へ健康づくりの
輪を広げる活動を実施
・会員の高齢化による会員数の減少　ピーク時　7,400人余　⇒　約4,500人（H24)
・市町村協議会組織数　　（64/77　市町村協議会）
・県民参加の健康づくりを進める環境を整えるため、食生活改善推進員の養成・育成を支援し、活動を強化する必要がある。
・育成するマンパワー不足、高齢化、活動の市町村格差がある。

県が関与
する理由

  自らが健康生活の実践者として地域で活動する食生活改善推進員や、自分や家庭、地域の健康を考えて保健活動を行う保健補導
員が、ボランティアとして活躍することにより、地域住民の健康づくりが推進される。

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

食育基本法第22条の２の規定により県が実施、食育推進基本計画、健康増進法、県食育推進
計画、県健康増進計画╱地域保健対策の推進に関する基本的な指針

１　保健活動の推進 実施期間 H25 ～

可能県民との協働による実施：

事業番号 04 07 33 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□当初要求　　■当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

事　業　名
健康ボランティア活動強化事業

(食生活改善推進協議会） 担
当
課

部局 健康福祉部

課・室 健康長寿課

総合５か
年計画

プロジェクト  ４－１－５　健康づくり・医療充実プロジェクト E-mail kenko-choju@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
６－１　健康で長生きできる地域づくり

（指摘事項等） （対応）

・食生活改善推進員ステップアップ研修会の開催　10回

1,083 2,002 880

（予算案）

食生活改善推進員養成講座 直接 養成講座の開催

合計

H25 H26

0

食生活改善推進員ステップ
アップ研修会

直接
食生活改善推進員が地域の健康づくりの課題を理
解し、その解決のための取組の実践者としての活動
ができるよう支援するための研修会の開催

567 668 518

（当初）

0 737

362


